
１．概要

（１）設 置 平成16年4月、へき地医療支援機構推進事業として離島の公立診療所への医師派遣を主目的に設置

＊県福祉保健部健康政策課（現医療政策課）内の“離島・へき地医療支援班”として新設

（２）設置場所 長崎県福祉保健部医療政策課内

（３）職 員 医師 当面１名、事務職員２名

（４）業務内容

▲ 常勤医の派遣（自治法第252条の17）
医師を県職員として採用し、医師派遣の要請のあった市町立診療所へ派遣する。

原則として、2年間を1単位として、1年半の離島勤務後、半年間の有給の自主研修を保証する。

給与は市町の給与規定により市町が支給する。（3年間の離島勤務後、1年間の自主研修でも可）

▲代診医の派遣

支援センター長（医師）が診療所医師が急病・学会等で不在の時に出張診療を行う。

▲しますけっと団斡旋紹介

代診や診療応援、短期の常勤医として登録し、市町診療所の要請により代診医を斡旋・紹介する。

▲医療支援

ＩＴ、電話、ＦＡＸ等を活用し、診療所からの診療相談に応じる（医療センターの協力を得る）

▲へき地医療支援計画策定等会議を所掌

・ へき地医療支援計画を策定し拠点病院、診療所の施設・設備の改善を図る。

・第１０次へき地保健医療計画を策定し離島・へき地医療の充実を図る。

２．実績など

（１）常勤医師派遣実績 延べ９名（現在２名が勤務中）

池島診療所、宇久診療所、大島診療所、松島診療所、小値賀診療所

（２）斡旋実績 ２２名

離島の公設診療所１１名、離島医療圏組合４名、長崎県自治体病院７名

（３）代診医の派遣実績

H16年度（2診療所延べ8日）、H17年度（5診療所延べ25日）、H18年度（5診療所延べ35日）、

H19年度（7診療所延べ75日）、H20年度（6診療所延べ57日）

（４）しますけっと団による代診医派遣実績

H18年度（2診療所延べ112日）、H19年度（3診療所延べ39日）、H20年度（4診療所延べ44日）

離島・へき地医療支援センターの概要



寄附講座「離島・へき地医療学講座」の概要

1. 設置場所：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
2. 寄付者：長崎県、五島市（開講当時は下五島地区1市5町）
3. 期間：平成16年度〜平成20年度 ＊平成21年3月に平成21年度から5年間の継続が決定した。
4. 寄付金額：5年間で205,000千円（10年間で405,000千円の予定）
5. 担当教員数：教授１名、助教１名
6. 目的：長崎大学において、離島地域に離島・へき地医療の関する研究拠点を設置し、現地ニーズに即した研究・教育活動

を行うとともに、その研究成果の普及を行い、長崎県離島・へき地医療の向上に寄与することを目的とする。
7. 設置経緯：

平成14年11月、長崎県より長崎大学へ離島医療に関する寄附講座設置構想が提示され、平成16年3月に予算成立に至っ
た。予算審議と並行して、長崎県と総務省の間で地方財政再建促進特別措置法に基づく手続きが進められ、平成16年4
月28日に総務大臣の同意が得られ、平成16年5月1日に開講した。開講と同時に離島での活動拠点として長崎県離島医
療圏組合五島中央病院内に離島医療研究所を開設した。

8. 活動内容
1) 研究：疫学研究、予防・在宅医療システム研究（産学官連携促進事業）
2) 教育：部局と大学を超えた地域医療教育の推進

平成16年度文科省企画、特色ある大学教育支援プログラム「地域と連携した実践型医学教育プログラム」の採択
平成20年度文科省企画、質の高い大学教育推進プログラム「地域医療人育成プラットホームの構築」の採択

3) 診療応援：五島中央病院、富江病院、三井楽診療所、小値賀診療所、久賀診療所
4) その他：長崎県養成医を対象とした各種イベントへの参加協力、離島医療に関する各種委員会など

【離島での地域医療教育受入人数】

【研修医数】

【取組の主目的】
①部局と大学を超えた共修の推進
②卒前・卒後の一貫教育
③地域医療の指導者養成


